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第
八
十
号 

 
「日
本
の
建
国
を
祝
う
愛
知
県
民
の
集
い
」開
催
さ
る 

平
成
二
十
八
年
二
月
十
一
日
、
愛

知
県
護
国
神
社
桜
華
会
館
（名
古

屋
市
中
区
）に
て
、
紀
元
節
を
お
祝

い
す
る
本
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。
司

会
は
、
愛
知
県
議
会
議
員
の
南
部

ふ
み
ひ
ろ
氏
。 

第
一
部
は
、
国
歌
斉
唱
よ
り
開
始
。

参
加
者
全
員
で
日
本
の
建
国
を
寿

ぎ
、
心
を
込
め
て
斉
唱
し
た
。
次
に
、

日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

重
富
会

長
よ
り
ご
挨
拶
。
憲
法
改
正
署
名

運
動
の
愛
知
県
で
の
進
捗
・目
標
・

今
後
の
課
題
に
つ
き
、
基
調
を
ご
提

示
頂
い
た
。
更
な
る
運
動
の
加
速

化
、
疾
風
怒
濤
の
展
開
が
望
ま
れ

る
。
来
賓
挨
拶
、
は
じ
め
に
名
古
屋

市
議
会
の
藤
沢
議
長
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
戴
し
た
。
続
い
て
、
天
野
ま
さ

き
愛
知
県
議
会
議
員
、
東
郷
て
つ

や
前
衆
議
院
議
員
か
ら
も
ご
挨
拶

を
頂
戴
し
た
。
ま
た
、
多
数
の
祝
電

も
頂
戴
し
た
。
決
議
文
は
、
日
本

青
年
協
議
会
の
森
氏
に
て
朗
読
さ

れ
、
全
会
一
致
に
て
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
、
「紀
元
節
の
歌
」
を
唱
和

し
、
大
東
塾 

磯
貝
正
温
様
の
ご
発

声
に
て
「聖
寿
万
歳
」
に
て
、
第
一

部
を
締
め
く
く
っ
た
。 

第
二
部
は
、
記
念
講
演
。
「防
人
が

語
る
、
日
本
の
こ
こ
ろ
」
と
題
し
て
、

伊
藤
祐
靖
氏
（元 

海
上
自
衛
隊

中
佐
）に
ご
講
演
頂
い
た
。
伊
藤
氏

は
、
「能
登
半
島
沖
事
件
」
で
現
場

で
指
揮
を
と
ら
れ
て
い
た
方
で
あ
る
。

舞
鶴
港
か
ら
出
帆
す
る
直
前
ま
で

行
先
（富
山
県
沖
）が
告
げ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
、
国
籍
不
明
船
（北
朝

鮮
の
工
作
船
）を
追
尾
し
た
こ
と
、

工
作
船
の
異
様
な
船
体
に
つ
い
て 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
二
十
九
回 

街
頭
演
説
活
動
実
施
！ 

●
開
催
日
時 

二
月
二
十
一
日(

日) 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

●
会
場 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点

南
西
角
地 

●
会
費 

無
料 

●
参
加
者
数 

四
名
●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い

て
」…

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
を
感
じ
ら
れ
る
中
で
し
た
が
自
主
憲
法
制
定
に
つ
い
て
し
っ
か
り
訴
え
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
「憲
法
を
改
正
し
て
自
分
た
ち
の
国
が
強
く
な
る
こ
と
は
良
い
事
だ
」
「
憲
法
九
条
を
改

正
し
た
ら
軍
事
大
国
に
な
る
と
い
う
が
、
日
本
人
の
誰
も
戦
争
を
し
た
い
な
ん
て
思
っ
て
い
な
い
。
も
う
少

し
冷
静
に
考
え
て
み
る
べ
き
だ
」
「領
土
的
野
心
を
隠
そ
う
と
し
て
い
な
い
中
国
に
対
峙
し
て
い
く
た
め
に
も

憲
法
を
改
正
し
国
軍
を
創
設
す
べ
き
だ
」
な
ど
従
来
の
私
共
の
主
張
に
加
え
、
国
家
緊
急
事
態
条
項
の
創

設
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
の
夏
に
は
参
議
院
選
挙
が
確
実
に
行
わ
れ

る
情
勢
を
踏
ま
え
、
憲
法
改
正
を
選
挙
の
争
点
に
す
べ
き
だ
と
い
う
事
も
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
寒

さ
の
せ
い
も
あ
り
チ
ラ
シ
を
も
ら
っ
て
下
さ
る
方
は
若
干
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
方
も
お
り
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
終
了
後
、
近
く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。
☆
次
回
予
定 

三
月
二
十
七
日
（日
）●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ

い
て
」
●
場
所 

御
器
所
交
差
点
周
辺
●
時
間 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

※

終
了
後
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

付
近
の
喫
茶
店
に
て
行
う
予
定
で
す 

●
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル
（kak

e
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u@
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加

藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

（船
尾
が
観
音
開
き
に
開
閉
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
通
常 

船
体
強
度
上
こ
の
よ
う
な
設
計
は
し
な
い
）、
途

中
ま
で
共
に
追
尾
し
て
い
た
海
上
保
安
庁
の
船
が
燃
料
が
な
い
と
の
理
由
で
無
情
に
も
新
潟
港
に
引
き
返

し
た
こ
と
（工
作
船
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人
が
乗
船
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
）等
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
手

に
汗
握
る
ほ
ど
の
臨
場
感
、
ま
た
息
つ
く
暇
も
な
い
程
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
縦
横
無
尽
に
語
ら

れ
た
。
ま
た
、
伊
藤
氏
は
、
「国
家
公
務
員
と
し
て
、
国
家
の
意
思
が
見
え
な
い
ほ
ど
つ
ら
い
こ
と
は
な
い
」
と

も
意
味
深
に
語
ら
れ
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

余
談
で
あ
る
が
、
司
会
の
南
部
ふ
み
ひ
ろ
氏
に
よ
る
と
、
防
衛
大
学
校
で
は
な
く
（伊
藤
氏
は
日
本
体
育

大
学
ご
卒
業
）一
般
の
大
学
よ
り
入
隊
さ
れ
、
な
お
か
つ
陸
上
自
衛
隊
よ
り
隊
員
数
の
少
な
い
海
上
自
衛

隊
で
、
佐
官
ま
で
登
り
つ
め
た
こ
と
は
如
何
に
す
ご
い
こ
と
か
と
力
説
さ
れ
て
い
た
。 

現
代
の
サ
ム
ラ
イ
、
益
荒
男
で
あ
る
伊
藤
氏
の
講
演
を
建
国
の
佳
き
日
に
拝
聴
で
き
る
機
会
が
得
れ
た
こ

と
を
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
（愛
知
県
本
部 

事
務
局 

脇
山
博
文
） 

 

台湾南部地震へのお見舞い 
 

去る２月６日に発生した台湾南部地震によって、被
災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。そし
て、一日も早い復興をお祈りいたします。 
日本会議愛知県本部では、日台若手交流会を通じ
て、台南市政府に義援金をお送りいたしました。ご協
力いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。 

名古屋西部支部・西春日井支部 
合同定例会 

 

平成２８年４月１２日 火曜日 
午後７時 開会 午後８時 終了予定 
会場 江場寛一宅 
    近鉄伏屋駅から北へ500m左側 
    1階にあんどう皮フ科のあるビルです。 
会費 無料 
■憲法改正ドキュメンタリーＤＶＤ「世界は変わった日
本の憲法は？」の上映会をします。 
■終了後。希望者にて懇親会を開催します。 
  会費：実費 

知多支部例会 
 

平成２８年４月２３日（土） 
午後２時 開会 午後４時 終了予定 
会場 東海市市民活動センター 
                （名鉄太田川駅前） 
 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■４月３日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き５月１日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿の木
枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中止
になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者の
服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★３月６日は、１３名の方に参加していただきました。       
 内３名の方が初参加でした。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（３月６日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十八年四月  
 

事
務
局
日
誌 

（二
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

式
が
、
特
攻
隊
の
遺
書
を
朗
読
し
て
厳
粛

に
進
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
の
お
話
に

感
銘
を
受
け
た
。 

十
九
日
（金
）久
野
潤
氏
主
宰
の
名
古
屋

れ
き
べ
ん
に
参
加
。
冒
頭
に
、
憲
法
改
正

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
版
を
上
映
し
て
い

た
だ
く
ご
好
意
に
与
っ
た
。
終
了
後
の
懇

親
会
に
も
参
加
し
て
楽
し
く
過
ご
し
た
。 

二
十
日
（土
）車
に
て
一
路
伊
勢
へ
。
今
日

か
ら
一
泊
二
日
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会

に
参
加
。 

二
十
一
日
（日
）内
宮
早
朝
参
拝
。
前
夜

か
ら
の
雨
が
上
が
り
、
御
垣
内
に
入
っ
た

頃
に
は
、
樹
々
の
間
か
ら
朝
日
が
差
し
込

む
。
天
照
大
御
神
様
の
お
出
ま
し
と
思
え

た
。 

二
十
五
日
（木
）愛
知
県
議
会
へ
。
要
路
の

県
議
と
面
談
し
、
憲
法
改
正
の
趣
旨
説

明
を
行
っ
た
。 

二
十
七
日
（土
）教
育
再
生
機
構
準
備
会

に
参
加
。
愛
知
県
に
お
け
る
教
科
書
採
択

の
現
状
と
、
今
後
の
課
題
に
つ
き
学
ぶ
。

夜
、
愛
媛
県
よ
り
学
生
時
代
の
後
輩
が

名
古
屋
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
の
で
、
旧

交
を
温
め
る
。
名
古
屋
め
し
の
代
表
「世

界
の
や
ま
ち
ゃ
ん
」
で
、
楽
し
く
過
ご
し
た
。 

二
十
八
日
（日
）日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に

す
る
党
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
。

二
百
五
十
名
収
容
の
ホ
ー
ル
に
四
百
五

十
名
も
の
聴
衆
が
詰
め
か
け
、
大
盛
会
と 

西
日
本
巡
礼
の
旅
、
七
日
目
の
後
半
、
潮

満
珠
と
潮
干
珠
を
御
神
体
と
す
る
鹿
野
田

神
社
と
同
じ
西
都
市
内
北
へ
五
キ
ロ
で
日

向
国
の
二
宮
、
式
内
、
都
萬
神
社
が
あ
り

ま
す
。
御
祭
神
は
木
花
開
耶
姫
命
。
木
花

開
耶
姫
命
が
お
酒
を
醸
し
た
こ
と
が
歴
史

上
も
っ
と
も
古
い
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ

こ
が
日
本
酒
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
十
四 

一
日
（
月
）
月
末
よ
り
上
京
し
て
い
た
が
、

新
幹
線
に
て
三
日
ぶ
り
に
帰
名
。 

六
日
（金
）早
朝
、
台
湾
南
部
に
て
大

地
震
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
驚
愕
。
つ

い
二
週
間
ほ
ど
前
に
台
湾
南
部
を
旅

行
し
て
、
ま
だ
そ
の
余
韻
が
残
っ
て
い
た

だ
け
に
心
が
痛
ん
だ
。
被
害
の
軽
微
な

る
を
祈
る
。 

七
日
（日
）第
七
十
七
回
愛
知
縣
護
國

神
社
清
掃
奉
仕
。
い
つ
も
参
加
さ
れ
る

方
が
、
初
め
て
奥
さ
ん
を
伴
っ
て
来
ら

れ
た
。
帰
り
の
車
中
、
ラ
ジ
オ
か
ら
北

朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
金
正
恩
の
高
笑
い

し
て
い
る
顔
が
浮
か
ぶ
。 

十
一
日
（木
）日
本
の
建
国
を
祝
う
愛

知
県
民
の
集
い
を
開
催
。※

詳
細
一
面 

十
三
日
（土
）年
末
よ
り
事
務
所
パ
ソ
コ

ン
が
不
調
の
た
め
、
そ
の
方
面
に
強
い

友
人
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
く
れ
た
。

お
か
げ
で
サ
ク
サ
ク
と
動
い
て
快
適
な

操
作
感
を
味
わ
う
。 

十
五
日
（月
）山
田
宏
前
衆
議
院
議
員

を
応
援
す
る
会
に
参
加
。
杉
並
区
長

時
代
、
そ
れ
ま
で
荒
れ
て
い
た
成
人 

な
っ
た
。
同
党
へ
の
関
心
と
期
待
の
高
さ
を
実

感
。
こ
の
日
も
主
催
者
の
ご
好
意
で
、
憲
法
改

正
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
百
十

七
筆
が
集
ま
っ
た
。 

二
十
九
日
（月
）日
本
会
議
愛
知
県
本
部
役

員
に
て
、
自
民
党
愛
知
県
連
会
長
の
藤
川
政

人
参
議
院
議
員
を
表
敬
訪
問
。
憲
法
改
正

運
動
の
現
状
報
告
と
、
今
後
の
賛
同
者
拡
大

に
つ
き
協
力
要
請
を
行
っ
た
。 

し
か
し
、
男
狭
穂
塚
、
女
狭
穂
塚
は
時

代
的
に
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
の
こ
ろ

の
も
の
で
す
。
お
そ
ら
く
大
和
朝
廷
と
関

係
の
深
い
北
部
九
州
の
豪
族
の
墓
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
西
都
原
考
古
博

物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。 

西
都
市
を
後
に
し
て
日
向
市
に
入
り
本

日
最
後
の
目
的
地
で
美
々
津
に
向
か
い

ま
し
た
。
立
磐
神
社
に
到
着
、
鳥
居
の
前

に
は
大
き
な
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
石

碑
に
は
「日
本
海
軍
発
祥
の
地
」
と
あ
り

ま
す
。
昭
和
十
五
年
、
す
な
わ
ち
紀
元

二
千
六
百
年
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
神
武
東
征
の
出
発
地
で
あ
る
こ
こ

を
日
本
海
軍
発
祥
の
地
に
定
め
た
と
の

こ
と
、
揮
毫
は
時
の
内
閣
総
理
大
臣
海

軍
大
将
米
内
光
政
閣
下
で
す
。
立
磐
神

社
の
御
祭
神
は
住
吉
三
神
で
す
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。 

都
萬
神
社
の
北
西
一
キ
ロ
に
あ
る
石
貫
神

社
、
こ
こ
の
御
祭
神
は
木
花
開
耶
姫
命
の

御
父
上
で
あ
る
大
山
祇
神
で
す
。
木
花
開

耶
姫
命
を
娶
り
た
い
悪
鬼
に
大
山
祇
神
は

石
造
の
館
を
所
望
し
ま
す
が
、
完
成
間
近

に
大
山
祇
神
は
石
を
一
つ
貫
き
と
り
遠
く

に
放
り
投
げ
た
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。 

こ
の
辺
り
に
は
ほ
か
に
も
海
幸
彦
、
山
幸
彦

が
浸
か
っ
た
産
湯
の
「児
湯
の
池
」
、
海
幸

彦
、
山
幸
彦
を
お
産
み
に
な
っ
た
「無
戸

室
」
な
ど
神
話
に
ま
つ
わ
る
旧
跡
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
す
ぐ
近
く
の
西
都
原
古
墳
群
に
は
男

狭
穂
塚
、
女
狭
穂
塚
陵
墓
参
考
地
が
あ

り
ま
す
。
被
葬
候
補
者
は
瓊
瓊
杵
尊
と
木

花
開
耶
姫
命
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

こ
の
日
は
日
向
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
近
く
の
焼
き
鳥
屋

さ
ん
で
夕
餉
。
店
内
に
は
航
空
自
衛
隊

の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
か
け
て
あ
り
ま
し
た
。

早
速
大
将
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
こ
こ

は
航
空
自
衛
隊
の
新
田
原
基
地
の
近

く
で
大
将
は
と
て
も
国
防
意
識
の
高
い

方
で
し
た
。
憲
法
改
正
に
は
大
賛
成
と

の
こ
と
。
さ
っ
そ
く
憲
法
改
正
署
名
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と

隣
の
席
に
一
人
の
男
性
客
が
座
り
ま
し

た
。
そ
の
男
性
は
大
将
の
同
級
生
で

美
々
津
出
身
と
の
こ
と
。
そ
の
方
は
子

供
に
は
神
話
教
育
が
必
要
だ
！
と
力

説
。
す
っ
か
り
意
気
投
合
し
て
し
ま
っ
て

夜
更
け
ま
で
飲
み
屋
さ
ん
を
は
し
ご
し

て
し
ま
い
、
し
こ
た
ま
飲
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
憲
法
改
正
署
名
は
忘

れ
ず
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（愛
知
県
本
部 

事
務
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